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       は じ め に        

  結核は，本邦において多く発生している細菌

感染症の一つである。結核菌は，飛沫および空

気感染し，潜伏期間が長いことから，感染者や

患者の早期の発見が難しく，公衆衛生上重要な

問題となっている。 

  患者および感染者の診断には，長年，ツベル

クリン反応が使用されてきたが，近年開発され

たクオンティフェロン(QFT)法は，ツベルクリ

ン反応の欠点である BCG に対する反応性がな

いことから，潜在性結核患者診断の補助手段と

して有効性が評価され，普及してきている。 

  当所においても，行政検査対応として QFT

検査を実施している。今回は，平成 21 年度に当

所で結核患者接触者健診として実施した QFT

検査の実施状況と検査結果について報告する。 

 

       方 法        

1  材料 

 平成 21 年度に搬入された結核患者接触者の

血液 257 検体（62 事例）を供試した。 

2   検査方法 

 検査は，クオンティフェロン TB-2G 検査キッ

ト（cellestis社製）を用い，常法に従い実施した。 

3   判定結果の検討 

 判定結果について，年代別，接触状況別に集

計し検討した。 

 

       結 果        

1   検体の判定結果 

 接触者血液 257 検体の結果については，陽性

22 検体（8.6％），判定保留 21 検体（8.2％），陰性

211 検体（82.1％），判定不可 3 検体（1.2％）であ

った。 

2   事例ごとの判定結果 

 家庭，事業所，医療機関などの接触者につい

て QFT 検査を行った 62 事例のうち，陽性また

は判定保留が認められた事例は 16 事例

（25.8％）であった。 

  内訳は，陽性と判定保留がある事例は 3 事例

（4.8％），陽性がある事例は 6 事例（9.7％），判

定保留がある事例は 7 事例（11.3％）で認められ

た。 

3   年齢分布 

 検査を行った接触者は 5 歳～63 歳で，平均年

齢は 33.8 歳であった。接触者全体の年齢分布は

20 代が最も多く，33.5％であった。次に 30 代，

40 代，50 代の順に多かった(図 1)。 

  陽性の年齢分布は，40 代が最も多く，50 代，

20 代と 30 代の順であった(図 2)。 

 判定保留の年齢分布は，20 代が最も多く，30

代，50 代の順であった(図 3)。 

4   接触状況 

 被検者の接触状況を図 4 に示した。その内訳

は同僚 34.2％，医療従事者 20.6 ％，別居家族

19.5％の順に多かった。 

 接触状況別の判定結果を表 1 に示した。陽性

検体数は 22 検体で，その内訳は，同僚 9 検体

（40.9％），同居家族 5 検体（22.7％），医療従事

者 3 検体（13.6％）の順に多く，学校関係者，介

護職員，施設同居，その他では陽性は認められ

なかった。   

区分別に内訳を見ると，同僚 85 検体では陽性

9 検体(10.6％)，判定保留 10 検体（11.8％）であっ

た。同居家族 33 検体では陽性 5 検体(15.1%)，判

定保留 3 検体(9.1％)であった。医療従事者 53

検体のうち陽性は 3 検体(5.7％)，判定保留 2 検

体(3.8％)であった。

  

*：退職 
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図3 判定保留者年代別割合
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    表１ 接触状況別判定結果(検体数） 

  陽性 判定保留 陰性 計

同僚 9 10 66 85

同居家族 5 3 25 33

医療従事者 3 2 48 53

施設職員 2 0 13 15

友人 2 1 0 3

別居家族 1 3 46 50

学校関係 0 0 1 1

介護 0 0 8 8

施設同居 0 0 2 2

その他 0 2 2 4

計 22 21 211 254

(判定不可検体を除く。)

 


